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〔特別記事〕

家族看護学のための事例研究をどう書くか

東京医科歯科大学大学院

山 本 則 子

I .はじめに

「家族看護学研究」では，平成22年の投稿規程の

改正で，「事例研究Jを新たな原稿の種類として追

加しました．家族看護の実践活動を体系化し，学問

として形作ってゆくための一歩として，事例研究が

大事であるという認識からです．

事例研究は看護職にとってなじみのある言葉です

が，それが具体的にどのようなものを指すのか，ど

のようにしてまとめたら役立つか，ここで整理して

おくことは重要と考えました．私自身も事例研究に

ついての勉強の途上ですが，ここでおおまかに事例

研究についてまとめ，今後「事例研究」の投稿を進

める際の参考になるようにしたいと思います．

II. 事例研究とは何か：事例研究の目的

まず確認しなければならないのは，研究とは何か，

です．研究とは，「①今までわかっていないこと，

明らかになっていないことを，②一定の科学的な手

続きを用いて，③みんなと共有できる知識として，

④明示すること」だと考えます．事例研究も，研究

というからには，①これまでに明らかでなかったこ

とを明らかにすること，②一定の約束された手続き

をとること，③個人的な興味ではなく皆で共有でき

る知識を作るのだということ，④自分だけではなく，

広く看護職，非看護職に理解できる形で明文化する

こと，が必要だと思います．

次に，事例研究とは何かを考えたいと思います．

事例研究（ケース・スタデイ）という言葉は，教育

学，社会学，医学など広い領域でさまざまな定義で

使われており，それらを読み始めると，いわゆる質

的研究とかぶるのではないかと思われるような非常

に広い概念として使用している場合もあって，混乱

します．しかし，いくつかの定義は参考にすると役

立つように思われます．例えば， Yinは，ケース・

スタデイとは「いま生起している現象を，その実際

生活上の文脈から調査する研究方法」と述べていま

す0. Merriamは，「あるひとつの事例や現象や社会

的単位に関する，集約的，全体論的記述と分析であ

る」と述べています2). Merriamはまた事例研究は

「特定主義的（particularlistic)J「記述的（descriptive)J 

「発見的（heuristic）」だと述べています2）.これら

の記述に共通するのは，事象の個別性を大切にし，

それが起きる状況ごと包括的に切り取って吟味する

ことから新たな理解を生み出すというニュアンスで

あり，このような事例研究の考え方は看護の事例研

究でも役立つと思います．看護のための事例研究は

「実際に起きた生きた事例を題材として，それが生

起した状況を含めて検討し分析することから，今ま

で明らかにされてこなかった実践のための知識を掘

り起こし明文化していく」ことと考えると役立つと

思われます．

事例研究は何のために行うのでしょうか．事例研

究は，過去に実践した内容から次の事例に対しても

良い実践をするための示唆を得るためにまとめる，

という目的が主眼となるように思います．少々乱暴

な比輸なのですが，成績の良い野球選手を例にして

みたいと思います．プロ野球の松井秀喜選手は，自

分が過去に打った全てのホームランを全部覚えてい

るそうです．彼はそれを意識してやっているのでは

なくなんとなく覚えているそうで，それが彼の天才
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であるところだと思いますが，つまりホームランを

打つための技術のレパートリと基本データがなんと

なく全て頭に入っており，次に打つ時に（おそらく）

自動的にその知識が取り出されて技術として結実し，

次のホームランになっているのでしょう．

事例研究は，これを意識的に，そして集団で，ほ

かの人にも共有可能な形でやろうという試みと考え

ると良いと思います．すなわち， Aさんという看護

師が素晴らしい家族看護をしたら， A看護師を直接

知らない多くの看護師がその実践について共有でき

学ぶことができ， A看護師の実践に近い素晴らしい

家族看護ができるようにすることを目指すのです．

いわば，看護師がみんなで松井選手ばりのホームラ

ン看護を実践できるようにするための知識を，みん

なの事例を持ち寄って作ろうというわけです．事例

研究を発表する，ということには，そのような，

「みんなで事例から学んでより良い看護を実践して

ゆこう」という目的があります．

みんなで高得点をあげるためには，三振という失

敗を防ぐことも重要です．このため，事例研究の対

象は成功事例だけではなく，失敗事例も重要だと思

います．また，典型的な事例だけではなく，特殊な

例について研究することにも意味があります.Merriam 

もAbramsonを引用して非典型的な事例の大切さを述

べています.Abramsonによれば，非典型的な事例は

人間の経験の幅広さや多様性を理解する上で不可欠

であり，そのような状況が発生する予測を可能にし

ます2).

111 .事例研究と事例検討の遣い

看護の実践活動について事例をまとめて報告し，

その事例に対する看護のあり方についてじっくりと

話し合う「事例検討会jはよく耳にしますし，参加

されたことのある方も多いと思います．事例につい

て複数の人たちで話し合い，それまでの看護実践を

振り返り，課題に気付き，今後の実践活動に役立て

ることはとても大切だと思います．

では，「事例検討j と「事例研究jはどの部分が

重なり， どの部分が異なるでしょうか．どちらも

「ケース・スタディ j と呼ばれることのあるもので

すが，事例検討は実践活動の一部であり，日ごろは

個別に行っている実践を多くの看護師が共有し，今

後どうやっていけば良さそうかについて話し合う機

会であると考えます．ひとつの事例について語り合

うことで，その他の事例を看護するための示唆を得

ることもありますが，それらを言語化したり意識化

したりする部分が主なのではなく，その事例そのも

のへの今後の支援について考える部分が大きいよう

に思われます．

事例検討に比べて事例研究は，前述した研究とし

ての 4つの性質を備えていることが違いではないか

と思います．すなわち，これまでに明らかになって

いないことを明らかにすること，一定の約束された

方法をとること，実践された事例からみんなが共有

できる一般化可能な知識を作り出すということ，そ

して実践者を直接知らない人が読んでも理解できる

形でまとめるということです．「事例検討会」がそ

の事例に対してこれからどうやっていこう，という

ことを皆で考える機会になっている一方で，「事例

研究」はあなたやその研究を読んだ看護師が次に出

会う患者さんへの看護が良いものになるように作る

もののように思います．

このため，多くの事例研究論文は，実践活動が一

定の完了をみた事例について，その過程の全容を

（あるいは特定の目的を持った実践課程の一部分を）

振り返ることになると思います．その中から，次の

事例に向き合う時に使うことのできる知識は何かを

まとめてゆくわけです．「事例検討会」の資料が今

手がけている事例についての中間的振り返りである

ことが多いのと対照的です．

IV. 事例とは何か

ここで［事例」とは何を指すか押さえておきたい

と思います．看護研究における事例研究では，患者

個人（とその家族）を「事例」と考えることが多い

ようです．他領域（教育学，社会学など）では，事
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例を「ひとつの境界付けられたシステムj「ひとつ

の統合されたシステム」「境界で囲まれたひとつの

物・ひとつの実体・単位（u凶t)Jなどと定義して

いますお）．ある出来事（例えば，「阪神淡路大震災

J4））を「事例（ケース）」とした研究もあります2).

このような広い「事例」に関する定義のもとでは，

単なる一人の患者とその家族，という以外の切り取

り方もできるように思います．

私は，看護のための事例研究では，「Aさんとそ

の家族」を事例と考えるだけではなく，（例えば）

「Aさんと家族が在宅介護を決意し退院していった

こと」とか，「このときにAさんと家族に対して実

施した看護jなどという「出来事」を事例と捉える，

というやり方も効果的なのではないかと思います．

そうすれば，事例研究の境界（患者さんとその家族

に対する実践のうちのどの部分を切り取ってまとめ

たらいいのか）を考える時にわかりやすいように思

われ，結果として得る知見にもまとまりができるよ

うに思います．つまり，家族看護の事例研究は，

「ある患者・家族に起きた特定の事象やそれに対す

る看護」をまとめると，家族看護についての知識を

効果的に得やすいかもしれないと思います．

また，看護の事例研究には，「ある患者・家族に

ついて理解しようとする場合Jと，「患者・家族に

対して実施した看護について理解しようとする場合J

があり，どちらも大切なのではないかと思います．

前者は私たちが向き合う患者・家族がどのような経

験をしているのかを理解する上で役立ちますし，後

者は私たちがどのような方法で患者・家族を支援で

きるかについての理解を深めることができます．ど

ちらも，今後みなでホームランを打っていく上で重

要な知識になるでしょう．

もうひとつ重要なことですが，「事例研究jはl

事例のみに関する研究であることが確かに多いので

すが， 1事例のみとは限らないとされることが一般

的ですn. 前述のように，「事例jとは「ひとつの境

界付けられたシステムjを意味するのであって，複

数の「ひとつの境界付けられたシステムjを集めて

検討することが必要な場合もあり，それも「事例研

究Jと呼ばれます．また， f事例研究Jは質的デー

タのみを扱うとは限りません．特定の「出来事」に

関するありとあらゆるデータが活用されます．例え

ば，血糖値の変化を追ってゆくことが，外来患者の

血糖値の変動という出来事について研究する上で重

要な課題となることもあるでしょう .A病院の糖尿

病外来患者の血糖値の平均を， B病院の糖尿病外来

患者の平均と比べる，というようなこともあるかも

しれません．この場合，「糖尿病外来での看護実践

における血糖値の変化」という出来事に関して， A

病院での出来事と B病院での出来事というふたつの

出来事をまとめた事例研究，という場合もあるから

です．

以上のような，事例研究は 1事例に限らない「ひ

とつの境界付けられたシステム（事例）」に関する

研究であること，データは質的に限らないことを理

解することは重要だと思います．しかし，今回「家

族看護学研究jに「事例研究」という論文の種類を

敢えて新たに追加した理由は，まさに 1事例に関す

るしばしば質的な研究も大事にしたいという思いか

らなので，ここでは患者とその家族に起きた出来事

を「 l事例」としてまとめる場合を主に想定したい

と思います．

v.事例研究論文の構成要素

事例研究の目的は，ホームランを打ったA看護師

を直接知らない人でも， A看護師の行った実践につ

いて知り， A看護師に近い形でホームランの看護を

実践できる人を増やすことと書きました．事例研究

で書くべきことは，これを可能にするために必要な

内容でしょう．別の言葉で言えば， Aさんのホーム

ランのプロセスを詳細に記述し，ホームランが打て

た理由を解明すること，次の人がホームランを打つ

方法がわかるように，ホームランプロセスの構成要

素を概念化し，複数の概念の関係性を解明すること

から理論化に向かうことだとわかるでしょう．その

ためには，事例研究論文に何をどのように盛り込め

ばいいでしょうか．
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先に，研究とは「一定の約束された方法jで知識

を得ることだ，と書きましたが，事例研究の本を読

むとなんと「実験的研究やサーベイや歴史的調査と

は異なり，ケース・スタデイはデータ収集やデータ

分析のための特定の方法のようなものは持ちえな

いJ2）などと書いてあります！ しかし，それなら

どのような分析法，書き方でも良いかと言えばそん

なことはないと思います．論理性や，限界をわきま

えた上での客観性などという約束事すら忘れてしまっ

ては，せっかく書いたことも効果的に他者に伝わら

ないでしょう．事例研究がより多い看護師のより良

い看護実践を可能にするために，何をどれだけ書け

ば良いか，どのように分析したら役立つか，という

ことは，よその領域の教科書を見て頼るよりも，自

分たちが経験をつみながら整理していかなければな

らないものではないかと思います．

ここからは，看護における事例研究についての成

書酬を参考にしてまとめた私の試論です．ここで述

べる内容をたたき台として，これから事例研究をみ

んなで書いていき，その経験から「家族看護の事例

研究には何をどのように書いたらいいか」を検討し

ていけるといいと思います．表を参照しながら読ん

でください．

1 .論文題名

論文で最も大切なのは，論文の題名です．看護師

が論文を検索して自分にとって読むべき論文かどう

かを判断するのは題名と抄録からです．できれば題

名は論文の内容が出来上がってからつけられると良

いと思います．あなたがなぜ、この事例を事例研究と

してまとめて報告しようと思ったのか，その事例の

成功（失敗）のツボがわかるような題名をつければ，

その題名を読んだ人が 自分が読むべき論文かどう

かがわかるでしょう．そのためには事例の検討が十

分に進み，何が良かったのか（悪かったのか）が考

察できていることが必要です．できれば，「事例研

究」であることがすぐわかるように，副題の一部に

でも「事例研究」とつけられるといいと思います．

2.緒言（「はじめにJ)

「はじめに」では，看護実践上の問題の所在とこ

の事例の関係が位置づけられるといいと思います．

ホームランの比輸で言えば，なぜこのホームランを

研究すると良いのか，どのような現状の問題点が解

決できるのか，どのようなことに関する理解が進む

のか，次にあなたが出会う事例に活かせるどのよう

なメリットがあるか，そのようなことが説明できる

と良いと思います．

緒言には過去の文献のまとめがあってほしいと思

います．過去にどのような知見があり，足りない部

分はどこか，今回の検討がその足りない部分をどの

ように補うと期待できるか，です．たとえば：

今までは・・・ということが明らかになってき

たが，現場では・・・という問題が頻繁に起こ

り，それに対する効果的な支援のあり方は過去

に検討されていない．今回検討する事例はこの

ような問題の典型的な例であり，これを検討す

ることで，類似の問題に効果的に対処する糸口

が見つかると思われた．よって，本研究の目的

は－

などと書けるとょいと思います．

3.事例紹介

対象となった患者・家族を紹介します.A看護師

の行ったB家族に対する看護実践を， A看護師やB

家族のことをまったく知らない看護師でも理解でき

るように，必要十分な情報を盛り込みます．患者性

別・年齢，家族構成などは必須ですし，主疾患名も

必要でしょう．そのほかの情報はよく考えて，紹介

したい「出来事」を説明するのに必要のない情報は

入れないように，焦点を絞りましょう．あまり沢山

情報がありすぎても，読者は混乱します．

4.看護の展開（実践のまとめ）

どのような課題に対してどのような実践を展開し，

その結果どのような変化が見られた（見られなかっ

た）のかをまとめます．看護実践はさまざまな判断

と行為を平行して行うことが多いので漫然と全体を

時間の経過とともに記述してしまいがちです．ここ

では，問題となる課題をいくつかにまとめ，その課

題ごとに経過を追って，看護師の「判断」と「行為」

を言葉にしてゆくことが重要ではないかと思います．
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表．事例研究論文アウトライン例

1 .論文題名

認知症高齢者の「頻繁に電話をかけるjという問題への

有効な看護

2.緒言

・ 認知症高齢者の多様な周辺症状

・ アプローチの困難さ

研究目的：周辺症状への対処法として重要と恩われる

要素の抽出を試みる

3.事例紹介

・ 76歳女性，脳血管型認知症．要介護3

・ 経過平成8年：脳梗塞発症平成16年：訪問看護開始

平成20年：認知症診断

e ADLは概ね自立．時間失見当識，喜怒哀楽が激しい

・ 夫80歳と二人暮らし．長男・次男は独立して別居

・ 夫は患者が自分で身の回りのことができるうちは自宅

でと考えている

・訪問看護週1回，訪問介護週3回

宅配給食週3回

4.看護の展開（実践のまとめ）

1 ）中心となる出来事

・ 不安が強く抑うつ的で，友人・親戚に電話をしては

「さびしい・遊びにきて」「助けて」と訴える

・ 夜中に「うちに帰る」と自宅を出てしまい，行方不明

になったことが数回ある

2）アセスメン卜（考えられる課題とその背景についての看

護師の判断）

課題①：認知症に対する夫の認識が不十分

課題②：子供との十分なコミュニケーションが実現でき

ない

課題③：自分を認めて欲しい，大事にして欲しいという

欲求が満たされない

課題＠：生活リズムがなく，楽しみがない

3）看護の展開（課題ごとに展開をまとめる．できれば時系

列に並べて褒に）

課題①認知症に対する夫の認識を増すこと

・ 訪問開始1カ月後：日々の夫の介護を認め，傾聴

このとき，これを読んだ看護師が，類似の事例に行

きあった時に，看護師としての行為を再現できるよ

うに示すことが肝心ではないかと思います．出来事

はプロセスであり，時間の経過とともに事態が展開

する様子を記述する必要があります．そのため，課

（妻の認知症に対してとまどい，混乱する気持ち

の表出）

・ 訪問開始3カ月後：認知症について説明し，対応

法を提案（妻の言動を認知症の症状として受け入

れていない）

・ 訪問開始5カ月後：夫は妻の言動を育ちゃ性格に

起因すると考え続けたが，夫の妻への叱責は徐々

に減少

課題②子供とのコミュニケーションを増やすこと

・ 訪問開始1ヵ月後：子供から親に連絡をすること

が当たり前で，自分からは子供たちに電話しない

と思っている

・ 訪問開始3カ月後：夫から子供たちに，妻に連絡

をするように話すこと，妻に，自分から子供たち

に連絡するように提案

・ 妻が子供たちに電話し，コミュニケーションが増

えた

（以下課題ごとに支援内容を報告）

5.考察：周辺症状への対処の方針

A）一般化可能性：認知症高齢者に一般的に見られる周辺症

状のひとつであり，今回の経験は，他の患者にも広く活

用できる知見

B）効呆のメカニズム：症状の背景を広く理解し，周辺症状

の底にある患者の疎外感や寂しさにアプローチしようと

した

C）今回の事例のキーポイント：

・ 問題そのものを解消しようと直接的に働きかけてもう

まくいかない

・ 人間として温かく尊重される状況を演出

》 家族介護者の知識・理解を促す

》 家族との温かいコミュニケーションを促進

》 患者の人となりをよく理解する

・ 身体的な心地よさを味わえる経験を増やす

・ 関わっている多職種が協力する

文献

題ごとに経過がわかるように示せるととても良いと

思います．表の活用も良いと思います．

5.考察

考察で何を書くか，よく問題になりますが，考察

で大事なことは 3つあるように思います． 1 ）この
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事例が応用できる範囲の見極め（どのような次の患

者・家族にあてはまるのか，あてはまらないのか，

どんなときに今回の知見が使えるのか，この事例の

位置づけをすることに 2 ）支援のメカニズムの解

釈（なぜうまくいったのか，うまくいかなかったの

か，理由を考えてまとめることに 3 ）次に続く看

護師が，この事例研究に登場した看護師の真似をし

て類似の看護実践が展開できるように，キーポイン

トを意味づけ（概念化）すること（今回の事例から

の学び〔教訓〕を伝えること）の 3つです．

できれば，研究論文としては，さらに， 4）今回

得られた知見が，過去の丈献からの知見とどのよう

に一致するか，相反するのか．相反するとしたら，

どうして違ったのか， 5）今後どのような知見を得

るべきか（より良く実践するために今後知らなけれ

ばならないことは何か）がまとめられると良いと思

います．そのような過去の文献との相対的な位置づ

けを理解できると，知識の蓄積がより効果的に行え

るようになると思います．

VI.事例研究の先にあるもの

以上，事例研究に盛り込むべきと思われることを

まとめてみました．家族看護に関する事例研究の例

が過去に多く報告されています（参考文献参照）．

批判的に吟味しつつ，参考にしたいと思います．

このような事例研究の積み重ねによって，これま

で言語化・意識化されてこなかったすばらしい家族

看護の実践が，知識として明文化されてゆくことを

期待したいと思います．さらに事例研究が家族看護

学として体系化されるためには，複数事例を統合し，

家族看護における支援についての理論化を進めるこ

とが必要でしょう．そのためには，事例研究や事例

の集まった複数の事例研究を統合する試みが必要に

なると思います．質的研究のメタ統合と呼ばれる作

業7）ですが，これが私たちにとっての次なる課題に

なると考えます．
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